
令 2-03 男女共同参画推進専門委員会議事メモ 
 
 
 日 時  令和２年９月２３日(水)  13：30 ～ 13：55 
  場 所  オンラインにて開催 
 出席者  尾西理事(委員長)、森脇、林、宮田、江藤、高瀬、宇野、常、中湖各委員 
欠席者   小川、水谷、林原各委員 
陪席者  島田人事労務チーム副課長、中島男女共同参画推進室室長、木村同室員、 

落合同室員 
 

 
 ○協議事項 

1. 令和３年度教養教育授業計画について  
委員長から、現在教養教育の来年度の授業計画を作成する時期にあり、資料 1-1のとおり

今年度と同様に前期（金曜日）に「男女共同参画基礎」を開講し、各委員等が授業を担当する案

としたことについて説明があり、審議の結果、承認された。続いて委員長から、昨年度と今年度

の本授業履修者数について、金曜日の 3コマ目には教育、医学、生物資源に必修科目又は選択必

修科目が割り振られているため、履修登録できる学生は人文学部と工学部に限定されているこ

とから履修者が大きく減少しているとの説明があり、可能であれば 2 コマ目に変更できないか

検討願いたい旨の提案がなされた。意見交換の結果、学部の専門科目との関係もあるため、学部

へ持ち帰って検討いただき、9月中に男女共同参画推進室まで回答いただいた上で結論を出すこ

ととされた。 

 
2. 令和２年度後期 育児等との両立のための研究補助者雇用経費助成について 

委員長から、資料 2により、本学の教員が、出産・子育て又は介護と研究の両立ができるよ

う支援するために研究補助者を雇用する経費を助成する事業の本年度後期分申請状況と採択状

況について説明があった。なお、前期分の助成対象者のうち 2 名の方がコロナ禍の影響で技術

補佐員が雇用できなかったため返納されて助成額も加えて申請者 9 名の全員助成対象者とし、

10 月 1 日からの雇用に間に合うように 9 月 11 日付けで採択通知を発出した旨説明がなされ、

事後となるが承認された。 

 
3. 「みえの働き方改革推進企業」への登録更新について 
   委員長から、現在本学が登録している三重県の「働き方改革推進企業」の登録は、平成 30 

年度登録企業となっており今年度末で登録期間が終了となるため、資料 3のとおり再度登録申 

請書を提出することなった旨説明があり、審議の結果、登録申請書（案）のとおり承認された。 

 
4. 「男女共同参画推進専門委員会報告 2020」について 

   委員長から、2020 年度報告書を作成するにあたり、今年度はコロナ禍でイベントが中止さ 
れ記載事項が減っているが、資料 4のとおり目次（案）を作成した旨説明があり、審議の結果 
承認された。なお、その他掲載事項があれば男女共同参画推進室に連絡することとした。 

 
5. その他 

なし 
 



○報告事項 
1. 学部長・研究科長等によるイクボス宣言について  

委員長から資料 5 により、11 月 18 日開催の教育研究評議会終了後に、新学部長・新研究科

長及び事務系の部長によるイクボス宣言をオンラインではあるが三重県男女共同参画センター

「フレンテみえ」の荻原所長の立会いのもと実施し、引き続き講演を行う予定である旨報告が

あった。 

 
2. 教職員を対象とした男女共同参画に関する意識調査の実施状況について 

委員長から、資料 6により、現在 9月 29日まで実施している全教職員対象の意識調査の回答

状況について報告があり、回答率が低いことから各委員に対してそれぞれの部局構成員への再

度の働きかけをお願いしたいとの依頼がなされた。 

 

3. 全国ダイバーシティネットワーク組織東海・北陸ブロック会議について 
江藤委員から、資料 7により、8月 18日に Zoomで開催された会議について報告があり、現

在の東海・北陸ブロックの参画機関を総合大学・医学系・工学系にグループ分けをして、各グ 

ループにおける男女共同参画及びダイバーシティに関する問題を検討することとしたこと、

今年度中に東海・北陸ブロック会議をもう一度開催し、「コロナ禍のジェンダー平等」に関す

る発表と文科省女性研究者支援事業の採択に向けてという内容にしてはどうかということで

検討している等の報告があった。 

 
4. その他 

委員長から、これまでオープンキャンパスにおいて女子学生の進路相談コーナーや女子 
学生による研究紹介が行われてきたが、今年度はコロナ禍の影響で Web オープンキャン 
パスとなったが、これらに類する企画等は行われたのか照会があった。工学部の高瀬委員 
からは、女子学生の質問を HPで受け付けるようにしたが、例年 20件ぐらいあった質問が 

今年は 5件程度に減ったとの報告があった。生物資源学部の常委員からは、研究発表につ 

いて検討したが、学生を集められないことや資料として写真を掲載する際の本人への了承 

を取ることに対する制約等があり、今年度は見送ったとの報告がなされた。 

 
 
以上 


